評価の観点と評価規準　３下
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	9
三角形
	①二等辺三角形と
正三角形
	A
	二等辺三角形や正三角形に関心をもち，それらについて自ら進んで調べようとする。
	辺の相等に着目して二等辺三角形や正三角形を弁別し，説明することができる。
	コンパスや色紙を使って，手際よく二等辺三角形や正三角形を構成することができる。
	二等辺三角形や正三角形の意味や性質を確実に理解している。

	
	
	B
	二等辺三角形や正三角形に関心をもち，それらの性質を調べようとする。
	辺の相等に着目して，二等辺三角形や正三角形を弁別することができる。
	コンパスや色紙を使って，二等辺三角形や正三角形を構成することができる。
	二等辺三角形や正三角形の意味や性質を理解している。

	
	②角
	A
	角に着目して，進んで角や二等辺三角形や正三角形の角の大きさを調べようとする。
	辺の長さに惑わされることなく，角の大小比較の仕方を工夫して考えることができる。
	手際よく角の大小や二等辺三角形・正三角形の角の相等を調べることができる。
	角の意味や二等辺三角形や正三角形の角の相等関係を実感的に理解している。

	
	
	B
	角に着目して，角や二等辺三角形や正三角形の角を調べようとする。
	辺の開きぐあいによって，角の大小比較を考えることができる。
	角の大小や二等辺三角形・正三角形の角の相等を調べることができる。
	角の意味や二等辺三角形や正三角形の角の相等関係を理解している。

	何倍でしょう
	
	A
	何倍になるかを進んで調べようとする。
	2倍の3倍は6倍になることを図を使って考え，説明することができる。
	関係図をかき，手際よく何倍になるかを考えて解くことができる。
	○倍の△倍は（○×△）倍になることを確実に理解している。

	
	
	B
	何倍になるかを調べようとする。
	2倍の3倍は6倍になることを図を使って考えることができる。
	関係図をかき，何倍になるかを考えて解くことができる。
	2倍の3倍は6倍になることを理解している。

	10計算のじゅんじょ
	
	A
	まとめて考える思考法を進んで活用しようとする。
	3要素2段階の2通り考えを1つの式に表せる理由を説明することができる。
	3つの数のかけ算を手際よく2通りの仕方で計算できる。
	乗法の結合法則を確実に理解している。

	
	
	B
	まとめて考える思考法を使って計算しようとする。
	3要素2段階の2通り考えを1つの式に表すことを考えることができる。
	3つの数のかけ算を2通りの仕方で計算できる。
	乗法の結合法則を理解している。

	11
1

けたをかけるかけ算の筆算
	①何十･何百のかけ算
	A
	(何十，何百)×(1位数)の計算を進んでしようとする。
	10や100を単位にして既習の九九に帰着させ，計算の仕方を考え，説明することができる。
	(何十，何百)×(1位数)の計算が手際よくできる。
	(何十，何百)×(1位数)の計算の意味や計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	(何十，何百)×(1位数)の計算をしようとする。
	10や100を単位にして既習の九九に帰着させ，計算の仕方を考えることができる。
	(何十，何百)×(1位数)の計算ができる。
	(何十，何百)×(1位数)の計算の意味や計算の仕方を理解している。

	
	②(2けた)×(1けた)

の筆算
	A
	(2位数)×(1位数)を，進んで筆算で計算しようとする。
	(2位数)×(1位数)の筆算の計算の仕方を筋道立てて考え，説明することができる。
	(2位数)×(1位数)を手際よく筆算で計算することができる。
	(2位数)×(1位数)の筆算形式や計算の手順を確実に理解している。

	
	
	B
	(2位数)×(1位数)を，筆算で計算しようとする。
	(2位数)×(1位数)の筆算の計算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	(2位数)×(1位数)を筆算で計算することができる。
	(2位数)×(1位数)の筆算形式や計算の手順を理解している。

	
	③(3けた)×(1けた)

の筆算
	A
	(3位数)×(1位数)を，進んで筆算で計算しようとする。
	(3位数)×(1位数)の筆算の計算の仕方を(2位数)×(1位数)の筆算と同じように考えて，説明することができる。
	(3位数)×(1位数)を手際よく筆算で計算することができる。
	筆算形式や計算の手順についての理解を十分深めている。

	
	
	B
	(3位数)×(1位数)を，筆算で計算しようとする。
	(3位数)×(1位数)の筆算の計算の仕方を(2位数)×(1位数)の筆算と同じように考えることができる。
	(3位数)×(1位数)の筆算で計算できる。
	筆算形式や計算の手順についての理解を深めている。

	
	④暗算
	A
	簡単な(2位数)×(1位数)の計算を，進んで暗算でしようとする。
	(2位数)×(1位数)の答えの見当づけを生かし，暗算の仕方を考え，説明することができる。
	(2位数)×(1位数)の暗算が手際よくできる。
	(2位数)×(1位数)の暗算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	(2位数)×(1位数)を暗算でしようとする。
	(2位数)×(1位数)の答えの見当づけを生かし，暗算の仕方を考えることができる。
	(2位数)×(1位数)の暗算ができる。
	(2位数)×(1位数)の暗算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	12

重さ
	
	A
	重さに関心をもち，適切に単位や計器を選択して，いろいろなものの重さを調べようとする。
	長さと同様に，重さを数値化して表すことを考え，説明することができる。
	手際よく重さの見当をつけ，計器を選択して，測定したり，重さの計算をしたりすることができる。
	重さの単位とその量感を実感的に理解している。

	
	
	B
	重さに関心をもち，身の回りのものの重さを調べようとする。
	長さと同様に，重さを数値化して表すことを考えることができる。
	重さの見当をつけ，計器を選択して測定したり，重さの計算をしたりすることができる
	重さの単位とその量感をおおむね理解している。

	13

分数
	
	A
	はしたの大きさや等分した大きさを，進んで分数で表そうとする。
	分数を単位分数のいくつ分とみて，同分母分数の加減計算の仕方を考え，説明することができる。
	手際よく，同分母分数の加減計算ができる。
	分数の意味やしくみ，系列や大小について確実に理解している。

	
	
	B
	はしたの大きさや等分した大きさを分数で表そうとする。
	分数を単位分数のいくつ分とみて，同分母分数の加減計算の仕方を考えることができる。
	同分母分数の加減計算ができる。
	分数の意味やしくみ，系列や大小について理解している。

	べつべつに

いっしょに
	
	A
	まとまりに着目する考え方に関心をもち，すすんで活用しようとする。
	「べつべつに」考えても「いっしょに」考えても答えは同じになることに気づき，説明することができる。
	加法と乗法を組み合わせた問題を，手際よくまとまりを考えて解くことができる。
	「べつべつに」考えても「いっしょに」考えても答えは同じになることを確実に理解している。

	
	
	B
	まとまりに着目して考えようとする。
	「べつべつに」考えても「いっしょに」考えても答えは同じになることに気づくことができる。
	加法と乗法の組み合わせた問題の数量のまとまりを考えて解くことができる。
	「べつべつに」考えても「いっしょに」考えても答えは同じになることを理解している。

	14

計算のきまり
	
	A
	「べつべつに」と「いっしょに」の2つの考え方を，進んで式に表そうとする。
	「べつべつに」と「いっしょに」の2つの考えを1つの式に表すことを考え，説明することができる。
	手際よく□に数を当てはめ，分配法則の式を完成させることができる。
	分配法則の意味や計算の順序を確実に理解している。

	
	
	B
	「べつべつに」と「いっしょに」の2つの考え方を式に表そうとする。
	「べつべつに」と「いっしょに」の2つの考えを1つの式に表すことを考えることができる。
	□に数を当てはめ，分配法則の式を完成させることができる。
	分配法則の意味と計算の順序を理解している。

	15

表とグラフ
	①表づくり
	A
	進んで資料を分類・整理し，表に表そうとする。
	分類・整理の仕方を考えて表に表し，表から資料の特徴をよみ取り，説明することができる。
	手際よく「正」の字をかいて分類・整理し，表に表すことができる。
	「正」の字や表を使った分類・整理の方法を確実に理解している。

	
	
	B
	資料を分類・整理し，表に表そうとする。
	分類・整理の仕方を考えて表に表し，表から資料の特徴をよみ取ることができる。
	「正」の字をかいて分類・整理し，表に表すことができる。
	「正」の字や表を使った分類・整理の仕方を理解している。

	
	②ぼうグラフ
	A
	棒グラフに関心をもち，進んで棒グラフに表そうとする。
	目的に応じた棒グラフのつくり方を考え，説明することができる。
	棒グラフを正しくよんだり，手際よく棒グラフをかいたりすることができる。 
	棒グラフのかき方，よみ方を確実に理解している。

	
	
	B
	棒グラフに関心をもち，棒グラフに表そうとする。
	目的に応じた棒グラフのつくり方を考えることができる。
	棒グラフを正しくよんだり，棒グラフをかいたりすることができる。
	棒グラフのかき方，よみ方を理解している。

	
	③表やグラフを使って
	A
	・進んで複数の表を1つの表にまとめようとする。

・2つの棒グラフをみて，進んで特徴をとらえようとする。
	・同一項目は1つの表にまとめるとわかりやすいことに気づき，説明することができる。
・2つの棒グラフを見て，特徴をよみとり，それを説明することができる。
	・複数の表から同一の項目をとらえ，手際よく1つの表にまとめることができる。
・2つの棒グラフを見て，手際よく特徴をよみとることができる。
	・複数の表から同一の項目をとらえ，1つの表にまとめる仕方を確実に理解している。
・2つの棒グラフから特徴をよみとる仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	・複数の表を1つの表にまとめようとする。

・2つの棒グラフをみて，直腸をとらえようとする。
	・同一項目は，1つの表にまとめるとわかりやすいことに気づくことができる。
・2つの棒グラフを見て，特徴をよみとることができる。
	・複数の表から同一の項目をとらえ，1つの表にまとめることができる。
・2つの棒グラフを見て，特徴をよみとることができる。
	複数の表から同一の項目をとらえ，1つの表にまとめる仕方を概ね理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	16

小数
	①はしたの大きさと
小数
	A
	小数に関心をもち，進んで身の回りから小数をみつけようとする。
	はしたの数量を「0.1のいくつ分」で考え，説明することができる。
	手際よく小数をよんだり，小数で表したりすることができる。
	小数，小数点，
[image: image1.wmf]10

1

の位，整数の意味を確実に理解している。

	
	
	B
	小数に関心をもち，身の回りから小数をみつけようとする。
	はしたの数量を「0.1のいくつ分」で考えることができる。
	小数をよんだり，小数で表したりすることができる。
	小数，小数点，
[image: image2.wmf]10

1

の位，整数の意味を理解している。

	
	②小数の大きさ
	A
	小数の構成やしくみに関心をもち，進んで小数を使って表そうとする。
	小数を10を分母とする分数で表すことを考え，その仕方を説明することができる。
	手際よく数直線上に小数を表したり，大小関係を等号や不等号を使って式に表したりすることができる。
	小数の数構成，数系列，小数と分数の相互の関係を確実に理解している。

	
	
	B
	小数の構成やしくみに関心をもち，小数を使って表そうとする。
	小数を10を分母とする分数で表すことを考えることができる。
	数直線上に小数を表したり，大小関係を等号や不等号を使って式に表したりすることができる。
	小数の数構成，数系列，小数と分数の相互の関係を理解している。

	
	③小数のたし算・
ひき算
	A
	小数の加減計算に関心をもち，進んで取り組もうとする。
	0.1のいくつ分とみたり，位毎に考えたりして，計算の仕方を考え，説明することができる。
	小数第1位までの小数の加減計算が確実にできる。
	小数の加減計算の意味や仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	小数の加減計算をしようとする。
	0.1のいくつ分とみたり，位毎に考えたりして，計算の仕方を考えることができる。
	小数第1位までの小数の加減計算ができる。
	小数の加減計算の意味や仕方を理解している。

	17

2

け
た
を
か
け
る
かけ算の筆算
	①何十をかけるかけ算
	A
	何十をかけるかけ算の仕方を進んで考えようとする。
	何十をかけることを何の10倍や10の何倍とみて，計算の仕方を考え，説明することができる。
	何十をかけるかけ算が確実に計算できる。
	何十をかける計算の意味や計算の仕方を実感的に理解している。

	
	
	B
	何十をかけるかけ算の仕方を考えようとする。
	何十をかけることを何の10倍や10の何倍とみて，計算の仕方を考えることができる。
	何十をかけるかけ算を計算できる。
	何十をかける計算の意味や計算の仕方を理解している。

	
	②(2けた)×(2けた)の筆算
	A
	(2位数)×(2位数)の筆算に関心をもち，進んで筆算でしようとする。
	分配法則の考えを生かして，(2位数)×(2位数)の計算の仕方を考え，説明することができる。
	(2位数)×(2位数)を筆算で確実に計算することができる。
	(2位数)×(2位数)の筆算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	(2位数)×(2位数)の計算を，筆算でしようとする。
	(2位数)×(2位数)の計算の仕方を工夫し，分配法則を用いて考えることができる。
	(2位数)×(2位数)を筆算で求めることができる。
	(2位数)×(2位数)の筆算の仕方を理解している。

	
	③(3けた)×(2けた)の筆算
	A
	進んで(3位数)×(2位数)の筆算をしようとする。
	(2位数)×(2位数) の筆算を基に，(3位数)×(2位数)の筆算の仕方を考え，説明することができる。
	(3位数)×(2位数)の計算を確実に筆算で計算することができる。
	(3位数)×(2位数)の筆算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	(3位数)×(2位数)の筆算に関心をもち，計算しようとする。
	(2位数)×(2位数) の筆算を基に，(3位数)×(2位数)の筆算の仕方を考えることができる。
	(3位数)×(2位数)の計算を筆算で計算することができる。
	(3位数)×(2位数)の筆算の仕方を理解している。

	間の数
	
	A
	順序や間の数の問題に関心をもち，進んで取り組もうとする。
	順序や間の数の問題を筋道立てて考え，説明することができる。
	順序や間の数の問題を○の図や線分図に表して手際よく解くことができる。
	集合数と順序数の関係および端点の数と間の数の関係を確実に理解している。

	
	
	B
	順序や間の数の問題に取り組もうとする。
	順序や間の数の問題を筋道立てて考えることができる。
	順序や間の数の問題を○の図や線分図に表して解くことができる。
	集合数と順序数の関係および端点の数と間の数の関係を理解している。

	よみとる算数
	公園の地図づくり
	A
	「公園の地図づくり」に関心をもち，進んで問題を解こうとする。
	レポートから必要な情報を選択して問題解決の仕方を考え，説明することができる。
	「公園の地図づくり」の問題を手際よく解くことができる。
	問題解決に必要となる情報の選択の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	「公園の地図づくり」に関心をもち，問題を解こうとする。
	レポートから必要な情報を選択して問題解決の仕方を考えることができる。
	「公園の地図づくり」の問題を解くことができる。
	問題解決に必要となる情報の選択の仕方を概ね理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	18
□

を使った式
	
	A
	□を使った式に関心をもち，進んで□を使った式を用いようとする。
	わからない数量を□を使って式に表すことの有用性について考え，説明することができる。
	わからない数量を□を使った式に表し，□に当てはまる数を確実に求めることができる。
	□を使った式の有用性や□に当てはまる数の求め方を確実に理解している。

	
	
	B
	□を使った式に関心をもち，□に当てはまる数を求めようとする。
	わからない数量を□を使って式に表すことの有用性について考えることができる。
	わからない数量を□を使った式に表し，□に当てはまる数を求めることができる。
	□を使った式の有用性や□に当てはまる数の求め方を理解している。

	みらいへのつばさ
	1日の生活の計画
	A
	積極的に1日の生活の計画を立てて，規則正しい生活をしようとする。
	筋道立てて1日の生活の計画を考え，その根拠を説明することができる。
	効率よく1日の生活の計画を立てることができる。
	規則正しい生活のために，1日の生活の計画の大切さを実感を伴って理解している。

	
	
	B
	1日の生活の計画を立てて，規則正しい生活をしようとする。
	筋道立てて2日の生活の計画を考えることができる。
	1日の生活の計画を立てることができる。
	規則正しい生活のために，1日の生活の計画の大切さを理解している。

	19

そろばん
	
	A
	そろばんに関心をもち，進んでそろばんを用いた加減計算をしようとする。
	そろばんのしくみに従って，たし算やひき算の仕方を考え，説明することができる。
	そろばんを用いて，繰り上がりや繰り下がりのあるたし算やひき算が確実にできる。
	そろばんを使ったたし算やひき算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	そろばんを用いた加減計算をしようとする。
	そろばんのしくみに従って，たし算やひき算の仕方を考えることができる。
	そろばんを用いて，繰り上がりや繰り下がりのあるたし算やひき算ができる。
	そろばんを使ったたし算やひき算の仕方を理解している。

	発見！算数島
	三角形の色ぬり
	A
	進んで正三角形や二等辺三角形に色をぬり，自分でも問題をつくろうとする。
	辺の相等や組数に着目して，正三角形と二等辺三角形を判別し，説明することができる。
	正三角形や二等辺三角形を手際よく塗り分けることができる。
	正三角形や二等辺三角形の意味を確実に理解している。

	
	
	B
	正三角形や二等辺三角形に色を塗ろうとする
	辺の相等や組数に着目して，正三角形と二等辺三角形を判別することができる。
	正三角形や二等辺三角形を塗り分けることができる。
	正三角形や二等辺三角形の意味を理解している。

	
	何千のかけ算
	A
	「何千のかけ算」に関心をもち，他の数でもかけ算の問題をつくって計算しようとする。
	2000×3や2150×3の計算の仕方を考え，説明することができる。
	何千のかけ算が確実に計算できる。
	大きなかけ算の計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	「何千のかけ算」に関心をもち，計算しようとする。
	2000×3や2150×3の計算の仕方を考えることができる。
	何千のかけ算が計算できる。
	大きなかけ算の計算の仕方を理解している。

	
	重さづくり
	A
	「重さづくり」に関心をもち，進んでいろいろな重さをつくろうとする。
	いろいろな重さのつくり方を筋道立てて考え，説明することができる。
	分銅を使って，手際よくいろいろな重さをつくることができる。
	たしたりひいたりしていろいろな重さがつくれることを確実に理解している。

	
	
	B
	「重さづくり」に関心をもち，いろいろな重さをつくろうとする。
	思考錯誤しながら，いろいろな重さのつくり方をみつけ，その理由を考えることができる。
	分銅を使って，いろいろな重さをつくることができる。
	たしたりひいたりしていろいろな重さがつくれることを理解している。

	
	分数のクリスマス
ツリー
	A
	分数の大小比較に関心をもち，進んで取り組もうとする。
	大小を比較するには，同分母分数の分子に着目すればよい理由を考え，説明することができる。
	手際よく同分母分数の大小比較ができる。
	同分母分数の大小比較の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	分数の大小比較に関心をもち，取り組もうとする。
	大小を比較するには，同分母分数の分子に着目すればよい理由を考えることができる。
	同分母分数の大小比較ができる。
	同分母分数の大小比較の仕方を理解している。

	
	グラフをつくろう
	A
	自分で調べたことを，進んで棒グラフに表そうとする。
	調べたことを棒グラフに表すことの意義を考え，自分の意見を正確に伝えることができる。
	手際よく棒グラフをよんだり，表したりすることができる。
	棒グラフのよみ方，かき方を確実に理解している。

	
	
	B
	自分で調べたことを，棒グラフに表そうとする。
	調べたことを棒グラフに表すことの意義を考え，自分の意見を伝えることができる。
	棒グラフをよんだり，表したりすることができる。
	棒グラフのよみ方，かき方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	発見！算数島
	2つのコップを使って
	A
	進んで大小2つのコップを使って，いろいろな水の量を測りとろうとする。
	大小2つのコップの使ったきめられた水の量の測り取り方を筋道立てて考え，説明することができる。
	大小2つのコップを使って，きめられたいろいろな水の量を手際よく測り取ることができる。
	大小2つのコップにはいる水の量の和や差を使って，いろいろな量がつくれることを確実に理解している。

	
	
	B
	大小2つのコップを使って，いろいろな水の量を測りとろうとする。
	大小2つのコップの使ったきめられた水の量の測り取り方を筋道立てて考えることができる。
	大小2つのコップを使って，きめられた水の量を測り取ることができる。
	大小2つのコップにはいる水の量の和や差を使って，いろいろな量がつくれることを理解している。

	
	よみとる算数
	A
	給食のポスターに関心をもち，進んで表やグラフを選択し，よみ取ろうとする。
	必要な情報をどの表やグラフからよみ取ればよいかを適切に判断し，説明することができる。
	表や棒グラフから必要な情報を手際よくよみ取り，問題解決ができる。
	目的に応じた表や棒グラフからの必要な情報のよみ取り方を確実に理解している。

	
	
	B
	給食のポスターに関心をもち，表やグラフをよもうとする。
	必要な情報をどの表やグラフからよみ取ればよいかを適切に判断することができる。
	表や棒グラフから必要な情報をよみ取り，問題解決ができる。
	表や棒グラフからの必要な情報のよみ取り方を理解している。
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